
頻発する
自然災害に備えて特集

▲福地町周辺の様子。大規模な土石流が発生しました。

甚大な被害をもたらした平成 30 年 7月豪雨。
尾道市では河川の氾濫や土砂崩れなどにより、約
2,700 件の災害通報がありました。6月になると
梅雨が始まり、より多くの雨が降ることが予想さ
れます。
　危険が迫った時には正しく判断して行動する力
を身につけ、災害から大切な命を守りましょう。

▲大池（栗原町）の歩道が崩れ、バイク乗車中の男性
が重傷。水道管が露出しました。

▲尾道工業団地付近の様子。大規模な土砂崩れにより
道路が通行止めに。

平成30年7月豪雨の被害状況

人的被害

11人
死亡…3人
負傷（重傷2人・軽傷6人）
※平成31年4月末現在。

家屋被害 651件
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6月号

今月の表紙
　「いざ」というとき、私た
ちの生命、身体、財産を
守ってくれる消防士。災害
などの発生時に備え、日々
訓練を重ねています。写真
は、隣の建物等から進入
し、要救助者を救出する
訓練の様子です。真剣な
表情が頼もしいです。

尾道市役所	 0848-38-9111
因島総合支所	 0845-22-1311
御調支所	 0848-76-2111
向島支所	 0848-44-0110
瀬戸田支所	 0845-27-2211

百島支所	 0848-73-2701
浦崎支所	 0848-73-2001
消		防		局	 0848-55-9120
尾道市立市民病院	 0848-47-1155
公立みつぎ総合病院	 0848-76-1111
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人の動き［5月30日現在］ ※（　）内は前月比。

※（　）内は前年比。

世帯	 64,823世帯	（＋61）
人口	男性	66,143人	 （－4）
	 女性	70,577人	（－82）
	 計	136,720人	（－86）

件　数	 97件	（＋2）
負傷者	 122人	（＋17）
死　者	 0人	（－3）

市内の交通事故
［5月30日現在］

2019年広島県
交通安全年間スローガン

危険だよ
スマホに夢中の そこの君

今月の納期限
7/1㈪

市 県 民 税 ①

市長就任のごあいさつ

　私は、このたびの尾道市長選挙に
おきまして、市民の皆様からのご支持
をいただき、市長として4期目の市政
運営という重責を担わせていただくこ
とになりました。
　引き続き本市のまちづくりの舵取り
を任せていただける光栄と、市民の皆
様と共に、先人たちが築き上げてきた
尾道の礎を継承し、未来に向け、風
格のある新たな尾道を築き上げてい
く使命と責任の重さに身の引き締まる
思いでございます。

　さて、昨年西日本で発生しました豪雨災害は、本市にも甚大な被害を
もたらしました。一日も早い復旧、復興を目指して、現在も全力で取り組
んでいるところでございます。本市を支える皆様のご尽力により、災害か
らの復興は各方面で着実に進んでおり、市長として皆様に厚く御礼申し
上げます。

　市民の皆様が将来に向けて安心して暮らせる生活基盤の強靭化など、
防災関係事業を進めるとともに、関係機関の皆様と連携した復興の取組
に邁進していく所存でございます。
　本市が本来の活力を取り戻しつつある中、本年は、尾道港が開港して
850 年を迎える節目の年にあたります。長い歴史の中で、海と港は、まち
の活力の源として本市の繁栄を支え、今日においても、市民の皆様や国内
外の多くの皆様を魅了し、本市特有の財産として、日本遺産にも認定され
ました。
　更には、瀬戸内の十字路を形成し、島しょ部地域の生活を支える瀬戸内
しまなみ海道は、全線開通から20年を迎えます。

　このような節目の年にあたり、私の市長としての情熱を「カタチ」にする、
これまでの尾道を越えていく4つの挑戦（まちづくり）を実現していくことを
皆様にお約束します。

もっともっと尾道
○みんなで助け合う安全安心な暮らしづくり
○自分たちのまちに誇りを持ち、住み続けたいまちづくり
○地元産業を応援し、成長するまちづくり
○子育て環境を充実し、子どもの未来を応援するまちづくり

　本市では、合併市域の一体的な発展を目指して新市建設計画の着実な
実施に取り組んでおり、4つの挑戦を市域全体の更なる活性化につなげて
いく所存でございます。
　また、人口減少、少子高齢社会の中で「尾道創生」を実現し、次代を
担う子どもたちに尾道の未来をつなげていくためにも、この 4つの挑戦を
市民の皆様や関係団体の皆様とともに、全力で取り組んでいく決意であり
ます。

　今後とも市政に対する温かいご理解とご協力を賜りますようお願いを
申し上げまして、就任のごあいさつといたします。

尾道市長　平　谷　祐　宏
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